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6月議会で決まったこと
６月議会では、一般会計補正予算など15件の議案と意見書を１件可決し、４件の報告を受けました。
また、一般質問では３日間で14名が登壇し、市長の政治姿勢をはじめ、延岡駅周辺整備事業や新庁舎建設、防災
対策など多岐にわたる質疑が活発になされました。

可
決
し
た
議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

可
決
し
た
議
案
と
報
告
な
ど
の
一
覧

議　　案
平成28年度　延岡市一般会計補正予算
平成28年度　延岡市国民健康保険特別会計補正予算
延岡市山村定住住宅条例の一部改正
延岡市国民健康保険税条例の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
議決事項の一部変更（新庁舎建設２期建築主体工事）
議決事項の一部変更（新庁舎建設電気設備工事）
議決事項の一部変更（新庁舎建設空調設備工事）　
議決事項の一部変更（新庁舎建設給排水衛生設備工事）
財産の取得（小型動力ポンプ付積載車）
市道の路線認定（７路線）
指定管理者の指定（延岡市駅前複合施設）
監査委員の選任（安藤辰男氏）
工事請負契約の締結（南方小学校校舎新増改築建築主体工事）
工事請負契約の締結（岡富中学校屋内運動場・武道場新増改築建築主体工事）

報告案件
平成27年度  延岡市繰越明許費繰越計算書の報告
平成27年度  延岡市水道事業会計予算繰越計算書の報告
平成27年度  延岡市下水道事業会計予算繰越計算書の報告
専決処分の報告（家屋損壊事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

請願・陳情
介護報酬の再改定を求める意見書採択に関する請願（継続審査）
延岡市議会議員の定数・報酬の削減及び費用弁償の見直しを求める陳情（継続審査）

意
見
書
を
国
に
提
出
!!

延
岡
市
議
会
で
は
本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
、地

方
自
治
法
に
基
づ
き
、関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。６
月

議
会
で
は
、左
記
の
意
見
書
を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
は
、地
方
総
合
戦
略
策
定
と
いっ
た
新
た
な
政
策

課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
、公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
人
材
確
保
と

こ
れ
に
見
合
う
地
方
財
政
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。国
民
生
活
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、人
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算

の
充
実
、ま
た
、地
方
財
政
の
確
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
国
に
対
し
て

強
く
要
望
す
る
。

﹁
地
方
財
政
の
充
実・強
化
を
求
め
る
意
見
書
﹂

各常任委員会で

委員
会名

総務
財政

都市
建設

経済
環境

福祉
教育

1年間調査します!!
年 間 の 調 査 項 目

移住・定住の促進について
巨大地震への危機管理体制について

高速道路の整備・対策について
下水道未整備地区における雨水対策について

有害鳥獣対策とジビエ振興の推進について
インバウンドの推進について

地域包括ケアシステムの構築について
アスリートタウンづくりの推進について

（
一部
抜
粋
）
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おもな議案の委員会審査内容を報告します!!
６月議会の議案審査の一部について、概要や委員会での市当局との質疑・応答等を掲載します。

※表題の括弧内は審査を担当した委員会です。

「指定管理者の指定」（経済環境委員会）

◇指定管理者とは？

延岡市駅前複合施設の指定管理者にカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
（C・C・C）を指定するもの。

指定管理者制度において、地方公共団体から公の施設の管理を任され
る団体のこと。条例で定められた選任手続きを経て、議会の議決により決
定される。株式会社やNPO法人など民間事業者も指定を受けることができ
るが、法人または団体に限られ、個人は認められない。

公募時に指定管理料を提示しなかった理由は何か？

この他にも質疑応答が行われた後、議員間による討議が行われ、選定会議にお
ける選定理由や駅前周辺の賑わいの創出に関する意見など、種々の議論が交わさ
れました。
その結果、委員会としては、「本とカフェが融合したサービスの提供や市が求め

る賑わいの創出についての提案がなされていることは評価するところである。一
方で、指定管理者から提案されている日常的な賑わいの創出はもとより、イベン
ト等による賑わいの創出も並行して検討しながら、市民活動団体等と密に協議
を行い、今後の計画を立てていくことが重要である。なお、市において行う書籍
の選書については、公共施設であることを考慮し、適正な運営を行う必要があ
る」との見解で一致し、原案のとおり可決しました。

問

複合施設は、今から新しく作る施設であり、光熱費等の維持管理費の算
定が困難であること、また、指定管理料の多くを占める人件費について
は、指定管理者の選定後に、市民活動団体などの関係者を交えて効率的
な人員配置を協議する必要があること等から、今後、きちんと協議を行
い、適正な額を算定したうえで予算を編成し、指定管理料の決定を行っ
た方が良いと考えたためである。

答

公開ヒアリングの中で、特筆すべき選定の理由はあったのか？問

応募があった2社のうち、まず、シダックスについては、イベントを中心とし
た賑わい創出の提案がなされ、次にC・C・Cについては、日常的な賑わい
の創出の提案がなされた。C・C・Cが提案する日常的な賑わいの創出を
実現するための計画及び方法が大きな選定理由の一つであったと考えて
いる。

答

概

要

主
な
質
疑
・
応
答

審
査
結
果
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市 政 を 問 う !!市 政 を 問 う !!
6
月
14
日

6
月
15
日

6
月
16
日

●避難所運営
●女性活躍推進法
○九保大の交通アクセス 他

長友幸子議員（社民党市議団）

●シェイクアウト訓練
●胃がん対策のピロリ菌検査
●児童・生徒の安心安全 他

三上　毅議員（公明党市議団）

●孤独死問題
●延岡駅周辺整備事業
○災害時の新庁舎機能 他

甲斐行雄議員（友愛クラブ）

●不妊治療
●乳幼児健康診査
○パークゴルフ場の整備 他

松田満男議員（自民党きずなの会）

●運転免許証返納者補助
●「北川はゆま」の交通結節点
○避難所支援 他

田村吉宏議員（友愛クラブ）

●延岡駅前複合施設
●介護保険料
○東九州バスク化構想 他

平田信広議員（日本共産党）

●就学前から学童への接続
●駅まちの駐車場等の確保
●ジビエ産業振興 他

北林幹雄議員（自民党きずなの会）

●中小河川の河床整備
●遊具施設を備えた公園整備
○児童クラブの現況と課題 他

上杉泰洋議員（のべおか市民派クラブ）

●延岡南道路
●長浜海岸の浸食

吉本　靖議員（友愛クラブ）

●まちづくり会社
●市債残高
○読書のまちづくり 他

白石良盛議員（自民党きずなの会）

●ＩＣＴ整備
●インバウンド観光
○神話による広域連携 他

内田理佐議員（自民党きずなの会）

●「平和」に対する所見
●過疎地域自立促進計画
●地域おこし協力隊 他

松本哲也議員（社民党市議団）

●職員のメンタルヘルス
●教職員異動制度の見直し
●スポーツ施設の耐震化促進 他

松田和己議員（友愛クラブ）

●新たな津波避難タワー
○いきいきサロン等への支援
○高層棟杭打ち工事の安全性 他

稲田雅之議員（自民党きずなの会）

議員14名が
一般質問 

※質問の一部を掲載します。 
※○は未掲載 

6
月
14
日
質
問

【
注
１
】

【
注
2
】

【
注
3
】
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避
難
所
運
営

︻
答
︼
避
難
所
運
営
の
配
慮
事
項

等
は
、マ
ニュア
ル
に
定
め
て
い
る
が
、

実
際
の
行
動
に
繋
が
る
か
が
課

題
で
あ
る
。避
難
所
運
営
訓
練
等

で
、実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

︻
問
︼
高
齢
者
や
女
性
・
子
ど
も
な

ど
弱
者
が
不
安
や
性
被
害
等
︑危

険
と
感
じ
る
場
所
を
作
ら
な
い

事
が
大
事
で
あ
る
が
︒

女
性
活
躍
推
進
法

︻
答
︼
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
就
労
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。女
性
の

職
場
環
境
整
備
を
目
的
と
し
た

リ
フ
ォ
ー
ム
商
品
券
販
売
や
仕
事

と
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
中

小
企
業
に
補
助
金
を
支
給
す
る
。

男
女
が
仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
、働
け
る
よ
う
啓
発
と
施

策
を
進
め
た
い
。

︻
問
︼
女
性
の
働
き
や
す
い
環
境

の
充
実
が
必
要
︒本
市
の
取
り
組

み
の
現
状
と
将
来
展
望
は
︒

延
岡
駅
周
辺
整
備
事
業

︻
答
︼
駅
東
口
に
お
い
て
は
、東
西

自
由
通
路
の
整
備
に
加
え
、観
光

バ
ス
等
の
乗
降
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た

広
場
整
備
や
、新
た
に
市
営
駐
車

場
の
整
備
を
行
う
。駅
西
口
と
東

口
の
交
通
、交
流
の
促
進
を
重
要

な
方
針
と
し
、駅
東
口
の
広
場
等

で
の
物
産
展
の
開
催
や
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
通
し
て
、駅
西
口

と
一
体
と
な
る
賑
わ
い
創
出
に
努

め
る
。

︻
問
︼
延
岡
駅
周
辺
の
賑
わ
い
を

創
出
す
る
に
は
︑駅
東
口
の
整
備

が
欠
か
せ
な
い
が
︑今
後
の
取
り

組
み
は
︒

孤
独
死
問
題

︻
答
︼
生
前
、判
断
能
力
の
あ
る
間

︻
問
︼
高
齢
者
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
作
成
の
支
援
は
︒

に
様
々
な
準
備
を
行
う
こ
と
は
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。市
と
し
て

も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
機
運
が
高
ま
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

運
転
免
許
証
返
納
者
補
助

︻
答
︼
自
宅
と
毎
日
の
買
い
物
や

掛
か
り
つ
け
病
院
な
ど
、３
拠
点

間
を
何
度
で
も
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
定
期
券
の
成
果
や
有
効
性
に

注
目
し
、今
後
も
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

︻
問
︼
自
家
用
車
維
持
費
以
下
の

費
用
で
︑定
額
・
乗
り
放
題
タ
ク

シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
︒

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

︻
答
︼
今
年
度   

月
４
日
に
実
施

予
定
の「
み
や
ざ
き
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
」へ
の
参
加
を
広
く
市
民

に
周
知
・
啓
発
を
行
い
、多
く
の

参
加
を
促
し
た
い
。

︻
問
︼
地
震
対
応
の
訓
練
で
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
市
民
に
広

げ
て
は
︒

﹁
北
川
は
ゆ
ま
﹂の
交
通
結
節
点

︻
答
︼
地
域
の
実
情
、課
題
、利
用

者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え「
交
通
結
節

点
」の
整
備
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
企
画
提
案
し
、重
点
道
の

駅
の
選
定
を
受
け
た
。

︻
問
︼
重
点
道
の
駅
の
選
定
理
由
は
︑

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
高
速
バ
ス

の
接
続
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

の
機
能
で
あ
る
が
︑そ
の
経
過
は
︒

延岡駅東口
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6
月
15
日
質
問

︻
答
︼

不
妊
治
療

県
が
医
療
保
険
適
用
外
の

体
外
受
精
と
顕
微
授
精
の
治
療

を
助
成
し
て
お
り
、本
市
は
そ
う

い
っ
た
助
成
事
業
や
相
談
セ
ン

タ
ー
の
周
知
・
紹
介
を
し
て
い
る
。

独
自
の
助
成
は
、県
内
他
自
治
体

の
状
況
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

︻
問
︼
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
を

創
設
す
べ
き
で
は
︒

児
童
・
生
徒
の
安
心
安
全

︻
答
︼
安
全
面
に
配
慮
し
た
指
導

を
行
う
よ
う
に
各
学
校
へ
周
知
し

た
。

︻
問
︼
中
学
校
の
制
服
や
体
育
着

の
名
前
は
︑登
下
校
時
は
見
え
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
︒

乳
幼
児
健
康
診
査

︻
答
︼
対
象
者
が
市
内
全
域
に
及

ぶ
た
め
、１
ヶ
所
で
の
実
施
が
効
率

的
。複
数
の
部
屋
や
資
機
材
、多

く
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
実
施
し
て

お
り
、各
地
域
で
の
実
施
は
現
実

的
に
難
し
い
。こ
れ
ま
で
同
様
、安

全
・
安
心
な
配
慮
に
努
め
、新
庁

舎
で
の
検
診
実
施
を
行
い
た
い
。

︻
問
︼
新
庁
舎
低
層
棟
の
完
成
後
︑

駐
車
場
が
心
配
さ
れ
る
が
︑乳
幼

児
健
康
診
査
を
市
内
巡
回
に
し

て
は
︒

延
岡
駅
前
複
合
施
設

︻
答
︼
主
な
理
由
と
し
て
、イ
ベ
ン

ト
開
催
に
よ
る
一
過
性
の
賑
わ
い

で
は
な
く
、日
常
的
な
賑
わ
い
を

生
み
出
す
、具
体
的
か
つ
実
現
可

能
性
の
高
い
提
案
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

︻
問
︼
指
定
管
理
者
に
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
㈱

が
指
定
さ
れ
た
根
拠
や
理
由
な

ど
︑市
民
が
納
得
で
き
る
説
明
は
︒

︻
答
︼
運
用
上
の
課
題
の
整
理
や

関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
。関

係
機
関
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

介
護
保
険
料

︻
答
︼
今
後
も
要
介
護
認
定
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

保
険
料
は
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

︻
問
︼
介
護
保
険
料
が
高
い
と
い

う
批
判
や
苦
情
を
よ
く
聞
く
が
︑

今
の
よ
う
な
制
度
の
あ
り
方
で

は
︑今
後
の
更
な
る
引
き
上
げ
が

予
想
さ
れ
る
︒保
険
料
の
今
後
の

見
通
し
は
︒

就
学
前
か
ら
学
童
へ
の
接
続

︻
答
︼
生
き
る
力
を
確
実
に
育
む

保
育
教
育
が
必
要
。幼
児
期
は
人

間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
極
め

て
重
要
な
時
期
と
認
識
し
て
い
る
。

︻
問
︼
就
学
前
か
ら
学
童
に
い
た

る
ま
で
の
今
後
の
保
育
︑教
育
に

つ
い
て
伺
い
た
い
︒

新
た
な
津
波
避
難
タ
ワ
ー

︻
答
︼
昨
年
度
か
ら
、国
や
県
と
協

議
を
重
ね
て
き
た
が
、こ
の
地
区

か
ら
離
れ
た
既
存
公
共
施
設
の

整
備
で
は
な
く
、同
地
区
内
ま
た

は
、近
隣
に
津
波
避
難
施
設
を
整

備
す
る
計
画
で
、内
閣
総
理
大
臣

の
同
意
が
得
ら
れ
た
。今
後
は
、

実
際
に
整
備
す
る
場
所
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
地
元
の
皆
様
と
協

︻
問
︼
土
々
呂
町
三
・
四
丁
目
の
津

波
対
策
に
つ
い
て
︑地
元
で
何
度

も
訓
練
を
し
た
結
果
︑最
寄
り
の

指
定
避
難
施
設
へ
逃
げ
る
に
は
︑

間
に
合
わ
な
い
事
が
分
か
っ
た
︒

当
地
に
は
︑津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

設
置
が
急
務
と
考
え
る
が
︒

中
小
河
川
の
河
床
整
備

︻
答
︼
昨
年
度
、県
に
よ
り
井
替
川

の
支
障
木
や
細
見
川
、曽
木
川
の

土
砂
浚
渫
、市
に
つ
い
て
は
、追
内

川
や
高
野
川
の
土
砂
浚
渫
な
ど
、

緊
急
性
の
高
い
河
川
を
選
定
し
、

整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

︻
問
︼
市
内
の
中
小
河
川
全
域
で

ア
シ
や
木
々
が
生
え
︑土
砂
が
堆

積
し
て
い
る
︒こ
こ
数
年
︑大
雨

が
な
く
︑河
川
が
氾
濫
す
る
よ
う

な
水
害
は
発
生
し
て
い
な
い
が
︑

堆
積
は
心
配
で
あ
る
︒中
小
河
川

の
河
床
整
備
の
実
施
状
況
は
︒

遊
具
施
設
を
備
え
た
公
園
整
備

︻
答
︼
街
区
公
園
等
は
、地
域
に

密
着
し
た
公
園
等
で
あ
る
の
で
、

︻
問
︼
子
ど
も
と
気
軽
に
遊
べ
る

遊
具
が
設
置
さ
れ
た
公
園
が
少

な
い
︒各
地
域
に
あ
る
遊
具
施
設

を
備
え
た
公
園
の
整
備
は
︒

地
元
の
意
向
を
第
一に
考
え
、地

域
の
皆
様
の
声
を
聴
い
た
上
で
整

備
を
進
め
た
い
。

駅
ま
ち
の
駐
車
場
等
の
確
保

︻
問
︼﹁
駅
ま
ち
づ
く
り
﹂に
お
い

て
︑駅
周
辺
駐
車
場
の
確
保
や
鉄

道
の
活
性
化
は
︒

︻
答
︼
駅
周
辺
駐
車
場
は
、駅
西
側

に
　
台
、東
側
に
　
台
分
の
駐
車

場
を
確
保
。近
隣
市
町
村
の
皆
様

に
Ｊ
Ｒ
等
を
利
用
し
て
駅
ま
ち
エ

リ
ア
に
来
て
頂
き
た
い
。

30

70
ジ
ビ
エ
産
業
振
興

︻
問
︼
国
・
県
・
市
が
一
体
と
な
っ

て
ジ
ビ
エ
産
業
に
取
り
組
む
事

が
確
認
さ
れ
た
が
︑本
市
と
し
て

国
・
県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
す
る

の
か
︒

︻
答
︼「
み
や
ざ
き
ジ
ビ
エ
普
及
拡

大
推
進
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
た

の
で
、こ
の
協
議
会
を
核
と
し
て
、

県
と
連
動
し
て
事
業
の
支
援
を
図

り
た
い
。

【
注
4
】

胃
が
ん
対
策
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

︻
問
︼
多
く
の
市
民
が
熱
望
し
て

い
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
費
用
の

助
成
を
実
施
し
て
は
︒

議
を
行
い
、決
定
次
第
、地
質
調

査
や
実
施
設
計
に
着
手
し
、来
年

度
中
に
着
工
し
た
い
。

遊具の少なくなった公園

ピロリ菌
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6
月
16
日
質
問

長
浜
海
岸
の
浸
食

︻
答
︼
例
年
、県
と
市
の
関
係
部
署

が「
養
浜
に
関
す
る
会
議
」を
開

催
し
、毎
年
の
養
浜
計
画
や
汀
線

測
量
の
結
果
及
び
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ

の
産
卵
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。多
岐
に
わ
た
る
海

岸
の
担
当
部
署
の
連
携
の
た
め
、

状
況
に
応
じ
て
国
・
県
・
市
の
関

係
部
署
に
よ
る
検
討
会
等
の
開

催
に
つ
い
て
、各
機
関
と
協
議
し

た
い
。

︻
問
︼
国
・
県
・
市
及
び
市
民
合
同

の
対
策
協
議
会
設
置
は
︒

ま
ち
づ
く
り
会
社

︻
答
︼
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
の

民
間
と
行
政
が
連
携
し
て
取
り

組
む
べ
き
事
業
に
関
し
て
、公
共

性
を
担
保
し
な
が
ら
も
民
間
の

企
業
経
営
を
導
入
し
、機
動
性
や

収
益
性
を
発
揮
す
る
た
め
で
あ
る
。

事
業
と
し
て
は
、新
規
出
店
者
を

誘
致
す
る
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
、駅

西
口
の
民
間
施
設
の
整
備
推
進
を

予
定
し
て
い
る
。

︻
問
︼
延
岡
駅
周
辺
整
備
推
進
の

た
め
の﹁
ま
ち
づ
く
り
会
社
﹂設

立
の
目
的
と
主
な
事
業
内
容
は
︒

市
債
残
高

︻
答
︼
　
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、

１
０
２
９
億
１
１
０
０
万
円
。交

付
税
措
置
の
割
合
は
、こ
の
残
高

の
う
ち
約
　
％
程
度
で
、実
質
的

な
借
金
の
残
高
は
、４
５
２
億

８
０
０
０
万
円
程
度
と
試
算
し
て

い
る
。

︻
問
︼
延
岡
市
の
市
債
残
高
と
国

か
ら
の
交
付
税
措
置
の
割
合
及

び
実
質
的
な
借
金
の
額
は
︒

︻
答
︼
世
界
平
和
を
願
う
素
晴
ら

し
い
集
い
で
あ
っ
た
。非
核
と
不
戦

の
誓
い
を
堅
持
し
、平
和
な
日
本

を
後
世
の
子
ど
も
に
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

︻
答
︼
県
と
連
動
し
た「
タ
イ
市
場

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
連
携
事
業
」

を
展
開
し
、バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

る「
タ
イ
国
際
旅
行
フ
ェ
ア
ー
」へ

本
市
か
ら
関
係
者
が
出
席
す
る

ほ
か
、今
後
、旅
行
代
理
店
な
ど
へ

の
訪
問
等
も
計
画
し
て
い
る
。

︻
問
︼
促
進
と
今
後
の
展
開
は
︒

教
職
員
異
動
制
度
の
見
直
し

︻
答
︼
現
行
の
異
動
制
度
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
為
に
、是
非

導
入
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

︻
問
︼
教
職
員
異
動
制
度
見
直
し

の
中
で
県
教
委
は
︑異
動
範
囲
を

限
定
す
る﹁
ブ
ロ
ッ
ク
制
﹂の
導

入
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
い

る
が
︑教
育
長
の
所
見
は
︒

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
耐
震
化
促
進

︻
答
︼
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。公
共
施
設
整

備
の
優
先
順
位
を
明
確
に
し
、方

向
性
を
定
め
た
い
。

︻
問
︼
老
朽
化
し
た
西
階
陸
上
競

技
場
・
野
球
場
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
や
市
民
体
育
館
の
安
全
確
保

の
た
め
︑耐
震
化
を
急
ぐ
考
え
は
︒

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

︻
答
︼
実
施
方
法
等
を
調
査
審
議

中
だ
が
、　
月
末
迄
に
実
施
す
る
。

︻
問
︼
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正

で
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

が
義
務
付
け
さ
れ
た
が
︑取
組
み

状
況
は
︒

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

︻
答
︼
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
、西
郷
隆

夫
氏
の
講
演
等
に
よ
り
、ご
陵
墓

参
考
地
を
含
む
エ
リ
ア
の
観
光
資

源
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
る
中
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら

計
画
に
記
載
し
た
。

︻
問
︼
瓊
瓊
杵
尊︵
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
︶西
郷
隆
盛
資
料
館
建
設
事

業
計
画
の
背
景
は
︒

I
C
T
整
備

︻
答
︼
全
市
的
な
導
入
に
つ
い
て
、

国
の
意
向
や
研
究
指
定
校
の
成

果
を
踏
ま
え
、予
算
確
保
に
努
め

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
を
進
め
、

児
童
生
徒
の「
情
報
活
用
の
実
践

力
」を
育
成
し
た
い
。

︻
問
︼
2
0
2
0
年
を
め
ど
に
︑全

国
の
小
中
学
校
と
高
校
に
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
を
導
入
し
︑同
時
に

セ
ン
タ
ー
試
験
を
廃
止
し
︑タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
記
述
式
に
よ
る
複

数
回
の
試
験
に
切
り
替
え
る
方

針
が
発
表
さ
れ
た
︒I
C
T
の
整

備
の
推
進
は
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊

︻
答
︼
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
や
情

報
発
信
等
の
地
域
お
こ
し
支
援

活
動
と
、高
齢
者
の
買
い
物
支
援

や
見
守
り
等
の
生
活
支
援
活
動

を
主
に
取
り
組
む
。

︻
問
︼
今
後
の
取
り
組
み
は
︒

︻
答
︼
延
岡
南
道
路
の
料
金
は
、１

キ
ロ
あ
た
り
　
円
で
、普
通
区
間
の

一
般
有
料
道
路
の
中
で
全
国
で一
番

高
い
。高
速
道
路
の
キ
ロ
単
価
が
　

円
で
、そ
の
約
　
倍
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、非
常
に
高
い
と
思
って
い
る
。

251.4

73.1

3.4

【
注
5
】

27

56

﹁
平
和
﹂に
対
す
る
所
見

︻
問
︼﹁
平
和
の
日
﹂延
岡
の
集
い

を
開
催
し
た
感
想
や
平
和
に
つ

い
て
の
所
見
は
︒

11

延
岡
南
道
路

︻
問
︼
ト
レ
ー
ラ
ー
等
の
特
大
車

の
料
金
の
現
状
は
︒

長浜海岸

ICT教育で使用しているモニター

延岡市民体育館
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５
月
　
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
第
　
回
全
国
市
議

会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い

て
、多
年
に
わ
た
り
地
方
自

治
の
進
展
に
寄
与
し
た
功
績

に
よ
り
、佐
藤
勉
議
員
が
、議

長
4
年
表
彰
及
び
　
年
勤

続
議
員
表
彰
、中
城
あ
か
ね

議
員
が
　
年
勤
続
議
員
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。6
月
議

会
開
会
日
に
、議
場
で
表
彰

状
・
感
謝
状
伝
達
が
行
わ
れ
、

上
田
美
利
議
長
、首
藤
正
治

市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、代
表
し
て
佐
藤

勉
議
員
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

右
か
ら 

首
藤
正
治
市
長
︑中
城
あ
か
ね

議
員
︑佐
藤
勉
議
員
︑上
田
美
利
議
長

︻
注
3
︼

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

同
時
刻
に
一
斉
に
参
加
者
全
員

が
机
の
下
に
隠
れ
る
等
の
身
の

安
全
を
図
る
行
動
を
取
る
こ
と

に
よ
り
︑自
分
自
身
の
安
全
は

自
分
で
守
る
こ
と
を
身
に
付

け
︑災
害
が
あ
っ
て
も
怪
我
を

し
な
い
こ
と
を
基
本
に
︑身
近

な
人
を
助
け
る
な
ど
︑地
域
防

災
力
の
強
化
を
目
的
と
し
て
い

る
︒

︻
注
4
︼

ジ
ビ
エ

狩
猟
で
得
た
天
然
の
野
生
鳥
獣

︵
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
︶の
肉

の
こ
と
︒

︻
注
5
︼

テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス

商
業
集
積
活
性
化
の
基
本
と
な

る
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
す
る
た

め
の
最
適
な
テ
ナ
ン
ト︵
業
種

形
態
︶の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と
︒

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

31

92

20

10

5月臨時会報告
５月９日に第６回臨時会が開かれま

した。
今回は、専決処分などの議案４件が

審議され、いずれも原案どおり同意・承
認しました。
また、副議長の選挙や常任委員会委

員、議会運営委員会委員の選任なども
行われました。

審議された議案
議  案

公平委員会委員の選任（後藤泰氏）
固定資産評価審査委員会委員の選
任（阿南要造氏）
専決処分の承認（延岡市税条例の一
部改正）
専決処分の承認（延岡市特定教育・
保育施設及び特定地域型保育事業
の利用者負担額を定める条例の一
部改正）

◆
◆

◆

◆

就任あいさつ

副議長

このたび、５月の臨時会におきまして、副議長に就
任いたしました。身に余る光栄であり、その責任の
重さを痛感致しております。
現在、本市は合併１０年の節目を迎え、市役所新
庁舎建設、高速道路開通、延岡駅周辺整備、観光
促進、内藤記念館再整備など、延岡新時代にふさ
わしい発展を見せています。しかし、その一方で少
子高齢化や地方経済の低迷などを踏まえ、市民
サービスのニーズも多様性を増しています。
それらの付託に応えるためにも二元代表制の役
割を示し、議長を中心として議会一丸となり、課題
解決に向けて精進してまいります。今後とも皆様の
更なるご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。

佐 藤   誠

用
語
解
説

︻
注
1
︼

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン

自
身
の
人
生
の
終
末
と
そ
の
後

に
つ
い
て
考
え
︑具
体
的
に
何

を
ど
う
す
る
か
を
決
め
て
い
く

計
画
の
こ
と
︒

︻
注
2
︼

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
た
は

停
車
場
ま
で
自
家
用
車
を
運
転

し
て
行
き
︑車
を
駐
車
場
に
入

れ
て
か
ら
公
共
の
交
通
機
関
に

乗
り
継
ぐ
移
動
方
式
の
こ
と
︒
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４
月
　
、　
日
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
は
、「
過
去
の
経
験
則
か

ら
外
れ
て
い
る
」と
気
象
庁
が
伝

え
て
い
ま
す
。複
数
の
断
層
が
複

雑
に
動
く
想
定
外
の
大
地
震
で
、

熊
本
県
、大
分
県
の
ほ
か
、九
州

各
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、一日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
地
震
は
、3
日
間
で
震
度

7
か
ら
震
度
6
弱
が
7
回
発
生

し
、そ
の
度
に
な
が
れ
る
緊
急
地

震
速
報
と
強
い
揺
れ
に
大
き
な

不
安
を
感
じ
ま
し
た
。大
地
震
は
、

全
国
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
と
考

え
、普
段
か
ら
今
ま
で
以
上
に
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、災
害
か
ら
命
を
守
る
心
構

え
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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